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精華中学校区 校番 ３５ 福山市立藤江小学校 
   

 最終更新日 ２０２６年（令和８年）３月 10日 

 

ミッション  福山に愛着と誇りを持ち，変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。 

ビ ジ ョ ン  各中学校区・学校が、資質・能力の育成に向けた特色ある教育課程を編成し、 

日々の授業を中心として評価・改善を進めながら，子どもたちの確かな学びを実現している。 

児童生徒の現状 

・興味をもったことを探究するなど、主
体的に行動する姿が増えている。 

・自分の考えを持ち、他者に伝えるなど、

自己表現力が育ってきている。 
・教科で身につけたい力が十分身につい
ていない児童生徒がいる。 

・人間関係の固定化やレジリエンスにや
やかけるところもある。 

 

育成する 

資質・能力 
【主体的に学ぶ力】【思考力・判断力・表現力】【自己形成力】 

めざす子ども像 

(義務教育修了時の姿) 

・確かな学力を身につけ、自ら進路を切り拓く子ども 

・自己肯定感が高く、地域に愛着と誇りをもち、社会に貢献できる子ども 

中学校区として 
統一した取組等 

・学力分析と授業研究を通した「主体的な学び」の授業づくりに取組み、学力の向上
を図る。（授業研究部会） 

・「自分で選び・決める」活動に取組み、思考力・判断力・表現力を育成する。（プロジ
ェクト部会） 

・児童生徒の自己肯定感と自己有用感を向上させ、自己形成力を育成する。 
 （自治活動部会） 

 

現 状 

＜児童生徒＞ 

 主体的な児童会・委員会活動を通して、児童に自分たちで学校をよりよくし

ようとする気持ちが高まってきた。関わり合いが増え、感謝の気持ちが育って

きた。相手意識をもって伝えることは出来てきたが、相手が何を伝えようとし

ているのか受け止め、理解するまでには至っていない。 

 

＜授業＞ 

児童自らが学びに向かい、情報を整理する方法は身についてきた。しかし、目

的や意図に応じて、それらの方法を使って自己解決することは十分ではない。 

 

育成する 

資質・能力 
主体的に学ぶ力 思考力・判断力・表現力 自己形成力 

めざす 

子ども像 

小 1 

～ 

小 4 

日常生活をよくするために、
生活体験などの情報を生か
し、様々な課題に意欲的に取

り組むことができる。 

自分の考えを持ち、相手意識
を持って、話したり書いたり
して表現している。 

思いやりの心を持ち、目標を
達成するために、協力し合い、
粘り強く努力している。 

小 5 

～

中 1 

日常生活や地域社会をよりよ
くするために、学ぶことに対

し自分で価値を見出し、様々
な課題に意欲的に取り組むこ
とができる。 

日常生活や地域社会をよりよ
くするために、既習事項を活

用して、自分の考えや意見を
話す・書く等で表現している。 

日常生活や地域社会をよりよ
くするため、相手の立場も思

いやりながら目標を決めて、
最後までやり遂げようとす
る。 

中 2 

～

中 3 

社会をよりよくするために、
学ぶことに対し自分で価値を

見出し、様々な課題に自発的・
能動的に取り組むことができ
る。 

社会をよりよくするための課
題を見つけ、既習事項を活用

して、自分の考えや意見を工
夫しながら表現している。 

誰に対しても思いやりの心を
持ち、より高い目標を達成す

るために、相手の立場や考え
を尊重しながら、粘り強く取
り組み、やり抜いている。 

   

研究 

テーマ 主体的に学び続ける子どもの育成～自己の学びを自覚し力をつける授業づくり～ 

内容等 

〇児童に学びの必然性をもたせることによる学習意欲の向上 

〇児童一人一人の学びの見取りによる授業・単元づくり 

〇学校と家庭を学びで繋ぐ振り返りの活用 

めざす授業の姿 

・単元のゴールを児童と教師が共有し、見通しをもって学びを進めている。 

・児童が自ら課題を見つけ、見方・考え方を働かせ自らの思考を表現している。 

・振り返りを通して、児童自らが学びの変容を自覚し、次の学びにつなげている。 

 

前年度学校関係者評価の主な内容 

・プロセス評価の評点が向上するよう
に、PDCAサイクルの視点をもってマ
ネジメントしてほしい。 

・学校と地域との連携協力をさらに深め
広げていくことが大切である。 

・少人数の良さを生かし、一人一人の子

どもたちに成功体験を持てる機会を通
して自己肯定感を育ててほしい。 

 

ミッション 

○笑顔で挨拶ができる子ども ○地域に誇りをもつ子ども 

○自分の将来の夢に向かい粘り強く取り組める子ども 

 
学校教育目標 

自分を大切に 人を大切に ふるさとを大切に しなやかに、変化の激しい社会をたくましく生きる子どもの育成 

「チャレンジ！ 藤江っ子」 

～未来に向かって アップデート～ 

 



（管理規則第３条実施要領 別紙様式）                                                               Ｎｏ.（２） 

２ 

 

Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価                                                

年 
目 

中期経営目標 
重 
点 

分 
類 

短期経営目標 
目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価(10 月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 

◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

４ 「主体的な学

び」の授業づ

くりを進め、

学ぶ意欲と学

力の向上を図

る。 

★ 見

直

し 

個々のつまずき

を把握し改善を

図るとともに、主

体的・協働的な学

びを大切にした

授業づくりで、学

力の向上を図る。 

・単元のゴールを
児童と教師が
共有し、学力向
上につながる
授業を行う。 

・児童のつまずき
を解消するた
め「授業づくり
ポートフォリ
オ」を作成し、
学力分析・課題
改善を行う。 

・算数科の単元テ
ストにおいて、
60点未満の児
童を20％以下
にする。 

・標準学力テスト
の算数科にお
いて、全国平均
を上回る児童
を前回以上に
する。 

・「授業づくりポ
ートフォリオ」
を作成し、結果
分析からつま
ずきを見出す。 

・授業者が単元
のゴールを意
識しながら授
業を行い、１
学期の算数科
の単元テスト
において6 0
点未満の児童
は13.7%だっ
た。 

・夏休み期間中
に「授業づく
りポートフォ
リオ」を作成
し、結果分析
の方法やそれ
をもとにつま
ずきの予想を
立てることが
できた。 

３ ３ ・学力分析の結
果、思考力・判
断力・表現力
に課題が見ら
れたため、教
科書や単元テ
ストの問題か
らつけるべき
力を明確にし
て、図と数、式
を関連付けて
説明できるよ
うにする。 

・つまずきの予
想をもとに授
業 改 善 を 行
い、適切な手
立てを行う。 

・授業者がつけ
るべき力を明
確にして授業
を行い、２学
期の算数科の
単元末テスト
において6 0
点未満の児童
は12.6％だっ
た。 

・標準学力テス
トの算数科に
おいて、全国
平均を上回る
児童は前回よ
り1 1人増加
した。 

・「授業づくりポ
ー ト フ ォ リ
オ」をもとに
児童が何につ
まずいている
のか継続して
見 立 て を 行
い、改善につ
なげた。 

４ ４ ４ ・学力分析を継
続して行うと
ともに、家庭
学習や学びタ
イムを活用し
て、学力の定
着を図る。 

 

・引き続き、あら
ゆる角度から
つまずきを予
想し、課題が
見られた際に
は授業の中で
扱うことでつ
まずきを減ら
せるようにす
る。 

 継

続 

読書活動に積極

的に取り組む児

童を育成する。 

・読書活動に積極
的に取り組む
よう、年間目標
読書数を設定
し、読書カード
で読書数の把
握を行う。 

・当該学年の国語
の教科書に紹
介されている
本から必読書
を設定し、読む
本の分野を広
げる。 

・目標読書数を超
える児童85％
以上。 

・当該学年の国語
の教科書に紹
介されている
本を全て読ん
だ児童80％以
上。 

・委員会の活動と
繋げて、学校図
書館への来館
者数前年度以
上。 

・年間目標読書
数を設定した
読書貯金に取
り組み、現在
目標冊数の6
割以上を達成
している児童
は8 0％だっ
た。 

・当該学年の教
科書に紹介さ
れている本を
1 0冊以上読
んだ児童は4
4％だった。 

・委員会でも来
館者を増やす
取組を行い、

３ 

 

３ ・学級でも読書
活動の取組を
推進するとと
もに、読書数
が少ない児童
に は 声 を か
け、困り感に
応じた対策を
行い、読書に
親しめるよう
にする。 

・朝読の時間や
家庭学習を利
用し、紹介さ
れた本を読む
時間を確保す
る。 

・引き続き、委員

・年間目標読書
数を設定した
読書貯金に取
り組み、目標
冊数を達成し
ている児童は
97％で、年間
通して読書に
親しむことが
できた。 

・当該学年の教
科書に紹介さ
れている本を
全て読んだ児
童は6 8％で
あるが、普段
読まない本に
触れることが

３ 3 3 ・引き続き学年
目 標 を 設 定
し、目標達成
に向けて、継
続的に読書に
親しむことが
できるように
する。 

・高学年は、教科
書に紹介され
ている本を選
択制にするな
どして、いろ
いろなジャン
ルの本に出会
わせる。 

・引き続き、イベ
ントを企画し

福山市立藤江小学校 
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昨年度の9月
末と比較し、2
0人増えた。 

会活動でイベ
ン ト を 企 画
し、来館者数
を増やす。 

できた。 

・委員会おすす
めの本を紹介
したり、読み
聞かせを行っ
たりし、昨年
度と比較し、
来館者が100
人増えた。 

たり、授業で
使う機会を増
や し た り し
て、継続して
図書館を利用
できるように
する。 

４ 児童の自己肯

定感と自己有

用感を向上さ

せ、自己形成

力を育成す

る。 

 見

直

し 

よりよい学校生

活を送るために、

自ら進んで行動

する児童を育成

する。 

・学級、全校での
活動を学級や
児童会・委員会
の児童が主体
となって企画
運営する。 

 

・お互いに協力し
ながら課題の
解決に取り組
んでいる児童 

80％以上。 

・企画運営の際に
は、プロセスを
大切にし、児童
に力がつくよ
う指導助言を
行っている教
師80％以上。 

・企画運営年２回
以上。 

・学級、全校での
活動を学級や
児童会・委員
会の児童が主
体となり、ね
らいをもって
企画運営を行
った。お互い
に協力しなが
ら課題の解決
に取り組んで
い る 児 童 9
5%だった。 

・担当教員は、児
童に活動のね
らいや見通し
を持たせる指
導を行い、児
童に力がつく
よう指導助言
を行っている
とした教師は
1 0 0％だっ
た。しかし、計
画的に物事を
進めることが
できず、実施
数日前になっ
て慌ただしく
活動すること
があった。 

・1学期末まで
に児童会・各
委員会とも企
画運営を1回
ずつ実施する
こ と が で き
た。 

３ ４ ・児童自らが主
体となって企
画運営するだ
けでなく活動
内容の質を高
めるため、活
動後の振り返
り を 大 切 に
し、今後にむ
けて改善策を
検討する場を
設ける。 

 

・ねらいを明確
にもたせる、
実施までのス
ケジュールを
立てさせる、
役割分担等に
加えて、活動
状 況 を 把 握
し、必要に応
じてスケジュ
ール調整を行
うなどの指導
助言を行い、
児童が充実感
をもって活動
することがで
きるようにす
る。 

・掲示板を活用
して全校で行
事予定を共有
し、各委員会
のイベントを
計 画 的 に 行
う。 

・活動の際には、
互いに協力し
ながら課題の
解決に取り組
む 姿 が 定 着
し、「協力して
課題解決に取
り 組 ん で い
る」と回答し
た児童は100 

％であった。 

 

・担当教員は、活
動のねらいや
見通しを明確
にした指導助
言を行ってい
ると回答した
教員は100％
であった。 

 

・1月末までに
児童会・各委
員会ともイベ
ントの企画運
営を2回以上
実施すること
ができた。 

４ ４ ４ ・今後は、活動後
の振り返りを
全体に広げ、
児童自身が改
善点を見いだ
し、次の活動
に生かせるよ
うにしたり、
他者評価によ
り達成感を持
た せ た り す
る。 

・企画運営力は
つ い て き た
が、見通しを
もって計画的
に取り組むこ
とに課題がみ
られる。活動
開始から実施
までのスケジ
ュール管理や
役割分担を明
確にする指導
を行い、計画
的に取り組む
力を高めるこ
とで、活動の
質の向上とさ
らなる自己形
成力の育成を
図る。 

  ★ 継

続 

健康維持、体力向

上に自ら進んで

取り組む児童を

・自己の生活習慣
と体力の課題
改善に向けて、
やりきり習慣
では、自己の課

・やりきり週間で
目標を達成し
た児童80％以
上。 

・１日のテレビゲ

・やりきり習慣
では、ゲーム
等の時間を設
定させ、体力
向上運動とあ

３ ４ ・引き続き「生活
習慣の７つの
目標」を達成
で き る よ う
に、自己の課

・やりきり習慣
では、自己の
課題を改善す
るための目標
設定を行い取

４ ３ ４ ・来年度も引き
続き児童と保
護者が話し合
って、生活習
慣における目
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育成する。 題改善を図る
ための目標を
設定させる。 

・改善に向けて通
信等で保護者
に知らせる。 

ーム等を行う
時間が２時間
より少ないと
する児童70％
以上。 

・家庭での生活改
善の取組実施7
0％以上。 

わせて実施し
た。やりきり
週間で目標を
達成した児童
は85％だっ
た。 

・１日のテレビ
ゲーム等を行
う時間が２時
間より少ない
とする児童7
9％ 

・健康維持、体力
向上の改善に
向けて、学級
懇談会におい
て保護者へ本
校の現状と課
題の説明を行
った。生活改
善の取組を実
施した家庭は
75％だった。 

題改善を図る
ための目標を
設定させ取り
組ませる。合
わせて、やり
きり週間だけ
でなく、体育
の授業でも体
力アップ運動
を取り入れ体
力 向 上 を 図
る。 

・１日のテレビ
ゲーム等を行
う時間が長い
実態があるた
め、児童と保
護者へメディ
アとの付き合
い方を考える
機会を設ける
とともに、家
庭での生活改
善の取組を確
実に実施して
もらうように
声 か け を 行
う。 

り組むことが
できた。また、
やりきり週間
や体育の授業
で、体力アッ
プ運動を行っ
て体力向上を
図ることがで
きた。やりき
り週間で目標
を達成した児
童85％。 

・１日のテレビ
ゲーム等を行
う時間が２時
間より少ない
とする児童 

78％。 

・やりきり習慣
を中心に生活
改善の取り組
みを実施した
家庭は70％
だった。また、
保護者へメデ
ィアとの付き
合い方を考え
る 機 会 と し
て、研修の情
報提供を行っ
た。 

標を設定し、
生活習慣の改
善を図ってい
く。 

・１日のテレビ
ゲーム等を行
う時間が長い
実態があるた
め、引き続き
児童と保護者
への啓発を行
っていく。 

・引き続きやり
きり週間や体
育の授業、児
童会・委員会
活動と連携し
て体力向上を
目的とした取
組を行ってい
く。 

１ 地域とともに

ある学校づく

りを推進する 

★ 新

規 

地域に愛着をも

ち、自ら関わろう

とする児童を育

成する。 

・CSを導入し、ふ
るさとをテー
マに課題発見
解決学習を地
域の方ととも
に進め、取り組
みや学びを積
極的に発信す
る。 

・学校の行事等を
地域へ発信し
ながら、児童が
地域の方とか
かわる場づく
りを行う。 

・ふるさとが大好
きな児童80％
以上。 

・ふるさとをテー
マにした学習
をカリキュラ
ムマップに位
置付ける。 

・学校だより等の
配付など、学校
から地域への
情報発信月１
回以上。 

・課題発見解決
学習を進め、
バラ園のリニ
ューアルを行
った。そして、
「THEローズ 
フ ェ ス in 
FUJIE」を開
催し、保護者
や地域の方々
に学びを発信
することがで
きた。「ふるさ
とが大好き」
と答えた児童
は 88.9％だ
った。 

・スポーツフェ
スティバルや
「THEローズ 
フ ェ ス in 

４ ３ ・CSで話し合わ
れた内容をも
とにカリキュ
ラムの見直し
を行い、ふる
さとをテーマ
にした学習を
カリキュラム
マップに位置
付ける。 

・引き続き、児童
が地域の方と
かかわる場づ
くりを行う。 

・地域の方によ
り学校に関心
を持ってもら
えるよう児童
の学びの姿を
タイムリーに
伝えるため、

・ＣＳで話し合
われた内容を
もとに、次年
度のカリキュ
ラムについて
協議し、時期
や時数等の変
更を行った。 

・スクールフェ
スティバルで
藤江の魅力を
紹介する「藤
江ニスト」を
児童会が企画
し、交流館や
地域、保護者、
児童に呼びか
け、集まった
写真を紹介し
た。また、５・
６年生は自分

４ ４ ４ ・CSで話し合わ
れた内容をも
とに来年度の
カリキュラム
の見直しを行
い、ふるさと
をテーマにし
た学習をカリ
キュラムマッ
プに位置付け
る。 

・引き続き、児童
が地域の方と
かかわる場づ
くりを行い、
地域と学校の
つながりを深
める。 
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FUJIE」、低学
年の芋ほりな
ど、各学年 1
回以上、地域
の方とかかわ
る場をもち交
流を行った。 

・学校だより等、
学校から地域
への情報発信
月 1 回実施し
た。 

藤江学区まち
づくり推進委
員会の公式ラ
インから情報
発信していた
だく。 

 

の「藤江ニス
ト」を映像と
と も に 発 表
し、藤江の魅
力 を 発 信 し
た。「藤江イル
ミ ネ ー シ ョ
ン」でも、児童
会が地域の依
頼を受け、制
作に取り組ん
だ。「ふるさと
が大好き」と
答えた児童 

100%。 

・学校だより等、
学校から地域
への情報発信
を月1回実施
した。また、藤
江学区まちづ
くり推進委員
会の公式ライ
ンから情報発
信していただ
き、児童の学
びの姿を地域
へ発信した。 

４ 教職員の資

質・能力の向

上を図る。 

 継

続 

児童一人一人の

学びを促すため

の自己研鑽に努

める。 

・情報交換会で、
児童のつまず
きや互いの取
組を交流する。 

・他の教師の授業
を参観し対話
することで互
いに学び合う。 

・他校の研修等に
積極的に参加
し、学んだこと
を校内に発信
する。 

・「挑戦している」
「教科が面白
い」とする教員
80％以上。 

・校内で学びがあ
ったとする教
員、肯定的評価
80％以上。 

・情報交換会を月
１回、研修報告
会を学期ごと
に１回開催す
る。 

・1 学期、情報交
換会を月 1 回
実施し、互い
の取組を交流
した。「挑戦し
ている」とす
る 教 職 員 は
83.3％、「教
科が面白い」
とする教職員
は100%だっ
た.。 

・校内研修会等
で他の教師の
授 業 を 参 観
し、対話する
ことで互いに
学び合った。
校内で学びが
あったとする
教員は100%
だった。 

・夏休みに、外国
語研修や生徒

４ ４ ・引き続き月1
回の情報交換
会を計画的に
実施し、互い
に学びが深ま
るよう内容や
持ち方を工夫
する。 

・授業改善サイ
ク ル を 意 識
し、1回目の授
業研究から何
を改善したか
を明確にして
２回目の授業
研究を行う。 

・研修に参加し
学んだことを
校内に発信す
る機会を設け
る。 

・２学期の情報
交換会では、
交流後の振り
返りに、学び
度や学びの内
容、取り入れ
ていくことを
書いて、これ
からの取組に
生かしていく
ようにした。
学び度３のう
ち２以上の教
員100％。「挑
戦している」
「教科が面白
い」とする教
職員100%。. 

・研究授業を一
人 ２ 回 実 施
し、事後協議
会でよかった
点や改善点を
交 流 し 合 っ

４ ４ ４ ・引き続き、情報
交換会での交
流や互いの授
業を見合い対
話すること、
研修報告等で
学び合い、教
職員の資質・
能力の向上を
図る。 
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指導主事研修
等の報告会を
4 回実施し
た。 

た。その後の
振 り 返 り で
「学びがあっ
た」とする教
員100%。 

・研修に参加し
たものを校内
研修の講師と
し、校内で学
びの共有を図
った。 

★ 継

続 

学校における働

き方改革の取組

を推進する。 

・各部の主任が部
内における各
業務の進捗状
況を把握し、計
画的に実施す
るため、担当者
と連携協力を
図る。 

・「今とても忙し
いと感じてお
り余裕がない」
とする教職員2
0％未満。 

・企画委員会で、
主任から各部
の進捗状況の
報告を行う。 

・各部の主任が
部内における
業務の進捗状
況を把握し、
担当者と連携
協 力 を 図 っ
た。「今とても
忙しいと感じ
ており余裕が
ない」とする
教職員は0％
だった。 

・企画委員会で、
主任から各部
の進捗状況の
報告があり、
情報共有がで
きた。 

３ ４ ・部会を開く際
には、各担当
者から業務の
進捗状況を聞
き、協議が必
要な内容につ
いては、その
時 間 を 確 保
し、部内での
方向性を出し
ていく。その
際、教材研究・
学級事務の時
間を週の中で
確保できるよ
う に 留 意 す
る。 

・働き方改革につ

いての研修を行

い、現状分析か

ら課題を明らか

にし、改善策を

話し合った。主

任主事が中心と

なり、学期ごと

に振り返りを行

うなど、ＰＤＣ

Ａサイクルを意

識しながら部会

を運営すること

ができた。 

・会議や教材研究

の時間等設定し

計画的に行うこ

とで、学校で優

先的に行う業務

が明確になり、

連携もとりやす

く業務の効率化

につながった。 

３ ４ ３ ・各分掌の担当者

と主任主事等が

連携を密にし

て、必要に応じ

て部内で改善案

を検討するなど

して、業務協力

関係を構築す

る。 

・会議や研修は、

開始時刻だけで

なく終了時刻を

設定したり、協

議内容を明確に

したりするなど

して質の向上を

図る。 

[プロセス評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変化，
問題が生じた際は，協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題が
生じた際は，協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変
化，問題が生じた際は，協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問
題が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問題
が生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。 

 

[達成評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
目標を大幅に達成し，十分な成果をあ
げた。 

４ 
目標を概ね達成し，望ましい成果をあ
げた。 

３ 
目標をある程度達成し，一定の成果をあげ
た。 

２ 
目標を下回り，成果よりも課題が多か
った。 

１ 
目標を大きく下回り，成果が認められ
なかった。 

 

[総合評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ １００％以上の達成度 
十分に目標を達成でき
た。 

４ 
８０％以上１００％未満
の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未満の
達成度 

ある程度目標を達成でき
た。 

２ 
４０％以上６０％未満の
達成度 

あまり目標を達成できな
かった。 

１ ４０％未満の達成度 
目標を達成できなかっ
た。 

 


